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神奈川県の取組

県事業へのナッジ活用

1. 風しん抗体価調査事業［実施中］

2. 「ともに生きる社会かながわ憲章」の
普及啓発［実施済］

3. 県立学校授業料徴収事務［実施中］
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風しん抗体価調査事業
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解決しようとした社会課題

①：風しんの予防啓発

②：県在住の方の風しん抗体価を調査し、

その結果を今後の取組に活用する



「ともに生きる社会かながわ憲章」
の普及啓発

解決しようとした社会課題

①：「ともに生きる社会かながわ憲章」

の認知度向上

②：ともに生きる社会に向けた行動の促進
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実施体制

事業所管課
福祉子どもみらい局共生社会推進課

アドバイザー
横浜市立大学大学院国際マネジメント研究科
准教授 黒木 淳

調査対象
横浜市立大学国際総合科学部の学生
横浜市立大学医学部看護学科の学生
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6

実施内容
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コミットメントカード （表） （裏）

実施内容

目標行動をコミットメント



県立学校授業料徴収事務

解決しようとした社会課題：

県立学校授業料の早期納入
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神奈川県の取組

職員へのナッジの普及

1. ナッジセミナー in 神奈川県庁
ちょっとした工夫で人を動かす方法

［2019年7月23日］

2. 職員からアイデア募集［2019年8月］

3. 部局での研修会 ［2020年］

4. 有志職員による研修会［2019年12月6日］
ランチミーティングなど
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ナッジセミナー in 神奈川県庁
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「ちょっとした工夫で人を動かす方法」

☺業務に役立つ知識が得ら
れ、とてもよかったです。
☺ワークショップに参加し
ていない方にも共有したい
と思いました。
☺ナッジの考え方が参考に
なりました。



2020年の計画（案）

県事業へのナッジ活用

1. 省エネルギー診断事業［検討中］

2. 自治会・コミュニティ活性化［検討中］

効果があると見込まれたものについては、
規模を広げて実施、事業所管課で自走化
を目指す
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2020年の計画（案）

職員へのナッジ普及

1. 研修会の充実
⇒ 新採用職員研修や管理職研修など

ターゲットを絞った実施を検討

2. 活用事例の紹介

ナッジの実践を試みたい所属・職員の
サポートも行う
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